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論文内容の要旨

本論文は、物理システムを対象としたオントロジーに基づく問題解決システムに関する研究の成果をまとめたもの

であり、 8 章をもって構成されている。

第 1 章序論では本研究の背景として、現在の物理システムに関する問題解決システムの背景情報が暗黙的であるた

めにモデルの記述と再利用ならびにシステムの選択と制御が困難になっていることを指摘し、物理システムに関する

基盤概念の明示化が必要であることを述べている

第 2 章では、本研究で中心的役割を果たす「オントロジーJ という概念について一般的説明を行っている。

第 3 章では、本研究の基礎となる従来研究として定性推論とモデルベース故障診断について概説している。

第 4 章では、定性推論における時区間概念を明示化するために、 4 種類に分かれた13の概念プリミティブからなる因

果的時間オントロジーを定義している。またそれを用いることで、システムによって異なっているにも係わらず従来

暗黙的だ、った代表的定性推論システムの時間分解能の違いを明示化している。

第 5 章では、従来よりも高い時間分解能を持つ定性推論システムの設計と実現について述べる。オントロジーを指

針として検討した対象モデルの内容と、詳細な時区間概念を扱うことができる推論エンジンを示す。また、原子力プ

ラントの熱輸送系に対する適用実験を行い、得られた結果が専門家の下す結果と完全に一致することを示す。

第 6 章では、物理システムにおける故障の発生過程を考察し、故障の概念的種類を表す「故障クラス」を定義する。

これらを用いて、従来は暗黙的であった故障診断システムの診断範囲を明確化できることを示す。

第 7 章では、明らかとなった診断範囲の限界を広げることを目標とし、広い範囲の深い故障原因を網羅的に推論す

る jシステムの設計と実装について述べる。オントロジーを記述指針とした一般的な故障事象のモデルについて述べ

る。さらに、故障クラスを制御用語棄として用いることで、ユーザの指示に従って広い範囲の故障を効率よく推論す

る段階的故障診断の枠組みを示す。

第 8 章は結論であり、まとめと今後の展望について述べている。



論文審査の結果の要旨

物理システムに関する問題解決システムは、プラントなどの物理的な対象に関する故障診断などの専門的問題解決

を支援する計算機システムである。従来のシステムにおいては設計の際の背景情報(設計意図)が暗黙的であるため、

知識の記述と再利用ならびにシステムの選択と制御が困難になっている。本論文では、物理システムに関する基盤概

念の体系(オントロジーと呼ぶ)を構築することで、従来の代表的問題解決システムの背景情報を明示化でき、また

より能力の高い問題解決システムを実現できることを示している。

まず、定性推論における時区間概念を表現することができる 4 種類に分かれた 13の概念プリミティブ砕からなる因果

的時間オントロジーを定義している。概念プリミティプを語棄として用いて、システムによって異なっているにもか

かわらず従来暗黙的であった代表的定性推論システムの時間分解能の違いを明示化している。さらに、オントロジー

を設計指針として用いて対象モデ、ルの内容を検討し、従来の定性推論システムよりも高い時間分解能を持つ定性推論

システムを実現している。原子力プラントの熱輸送系に対して適用実験を行い、得られた結果が専門家の下す結果と

完全に一致したことを示している。

また、物理システムにおける故障の発生過程を考察し、故障の概念的種類を表す故障クラスを含む故障オントロジ

ーを定義している。従来の故障診断システムは限られた範囲の故障原因しか推論していないにもかかわらずその限界

は明示化されていない。故障オントロジーを用いることで、診断範囲を明確化できることを示している。さらに、オ

ントロジーを記述指針とした一般的故障事象モデルを用いることで、従来よりも広い範囲の深い故障原因を網羅的に

生成するシステムを設計し実装している。さらに、故障クラスを制御用語棄として用いることで、ユーザ、の指示に従

って広い範囲の故障を効率よく推論する段階的故障診断を実現している。

以上のように、本論文では物理システムに関する問題解決システムについてオントロジーに基づくアプローチを採

用することによって多くの研究成果をあげており、知識工学、及び知識ベース問題解決システムの研究に貢献すると

ころが大きい。よって、博士(工学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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